
「
兵
庫
消
防
」

地
区
通
信
員
に
つ
い
て

兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

兵
庫
県
防
災
関
係

　
　
　
　
幹
部
紹
介

（
令
和
四
年
四
月
一
日
）

防
災
監
兼
危
機
管
理
部
長

危
機
管
理
部
次
長

危
機
管
理
部
次
長

総

務

課

長

防

災

支

援

課

長

広

域

防

災

官

災

害

対

策

課

長

訓

練
・
調

整

官

消

防

保

安

課

長

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
長

兼

消

防

学

校

長

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

総

務

部

長

遠
藤
　
英
二

城
下
　
隆
広

小
野
山
　
正

多
田
　
敦
生

奥
見
　
啓
五

宮
﨑
　
伸
一

藤
本
　
剛
司

月
輪
　
敏
郎

中
道
　
一
義

河
本
　
　
要

栗
原
　
利
典

県幹部と共に記念写真

令
和
四
年
三
月
三
一
日
（
木
）

県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

て
、
県
内
各
消
防
本
部
か
ら
派
遣

さ
れ
た
職
員
の
解
任
辞
令
交
付
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

解
任
辞
令
と
併
せ
て
、
知
事
よ

り
派
遣
期
間
中
の
功
績
に
対
す
る

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
県
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
さ
れ
て

い
た
職
員
へ
は
、
県
消
防
協
会
長

か
ら
も
、
消
防
団
員
の
教
育
訓
練

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
ま
し
て
令
和
四
年
四

月
一
日
（
金
）
、
同
じ
く
県
災
害

対
策
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、
県

内
各
消
防
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た

職
員
の
着
任
辞
令
交
付
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
早
速
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
所
属
へ
向
か

わ
れ
ま
し
た
。

派
遣
期
間
を
終
了
さ
れ
た
皆
様

に
は
、
そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
県
消
防
防
災
の
強
化

に
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
の
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
、
今
後
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
新
し
く
着
任
さ
れ
た
皆

様
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

そ
し
て
消
防
防
災
力
強
化
の
た
め
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
解
任
と
着
任
は
次
の

と
お
り
。

◎
解
任

【
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
】

高
田
幸
次
郎

 

（
加
古
川
市
消
防
本
部
）

原
田
　
公
介

 

（
明
石
市
消
防
局
）

野
田
　
　
明

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

横
田
　
幸
治

 

（
伊
丹
市
消
防
局
）

浜
上
　
英
典

 

（
豊
岡
市
消
防
本
部
）

羽
田
　
匡
宏

 

（
三
木
市
消
防
本
部
）

木
澤
　
洋
平

 

（
高
砂
市
消
防
本
部
）

川
添
　
真
弘

 

（
小
野
市
消
防
本
部
）

【
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
】

野
田
　
誠
一

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

東
本
　
　
裕

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

渡
辺
　
英
成

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
・

県
消
防
防
災
航
空
隊

派
遣
期
間
終
了
と
着
任

（
公
財
）
兵
庫
県
消
防
協
会

当
協
会
か
ら
年
に
四
回
発
行
し

て
い
る
広
報
紙
「
兵
庫
消
防
」
に

つ
い
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、

県
内
各
地
区
の
事
業
や
行
事
等
充

実
し
た
内
容
を
発
信
し
て
参
り
ま

す
。今

年
度
「
兵
庫
消
防
」
の
発
行

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
、
地
区
通
信

員
の
皆
さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

神
戸
地
区

　
神
戸
市
消
防
局

 

亀
田
　
廉
行

阪
神
地
区

　
川
西
市
消
防
本
部

 

中
農
　
秀
斗

東
播
磨
地
区

　
明
石
市
消
防
局

 

野
川
　
　
剛

中
播
磨
地
区

　
姫
路
市
消
防
局

 

田
中
総
一
郎

北
播
磨
地
区

　
小
野
市
消
防
本
部

 

田
中
　
睦
之

西
播
磨
地
区

　
赤
穂
市
消
防
本
部

 

長
田
　
文
弘

但
馬
地
区

　
豊
岡
市
役
所
城
崎
振
興
局

 

青
野
　
勝
晃

丹
波
地
区

　
丹
波
篠
山
市
役
所

 

糸
川
　
幸
文

淡
路
地
区

　
淡
路
市
役
所

 

西
濱
　
雅
樹

◎
着
任

【
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
】

益
田
　
雄
至

 

（
明
石
市
消
防
局
）

碓
永
賢
太
郎

 

（
加
古
川
市
消
防
本
部
）

藤
田
　
房
幹

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

岡
田
　
憲
明

（
淡
路
広
域
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
）

桐
山
　
享
之

 

（
三
田
市
消
防
本
部
）

田
中
　
勝
純

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

山
口
　
　
葵

 

（
加
古
川
市
消
防
本
部
）

田
中
　
　
良

 

（
宝
塚
市
消
防
本
部
）

葛
嶋
　
崇
繕

 

（
赤
穂
市
消
防
本
部
）

【
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
】

川
崎
　
孝
行

 

（
西
宮
市
消
防
局
）

檜
田
　
雄
介

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

西
田
　
大
地

 

（
加
古
川
市
消
防
本
部
）
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令
和
四
年
四
月
六
日
（
水
）
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

第
八
七
期
初
任
教
育
入
校
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
教
育
生
と
教
官
方
の
み
の

入
校
式
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
士
と
し
て
採
用
さ
れ
た
新

規
職
員
は
、
全
寮
制
で
六
か
月
間
、

消
防
士
と
し
て
必
要
な
体
力
・
気

力
・
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た

め
、
厳
し
い
訓
練
を
受
け
な
け
れ

令和４年度　第87期　初任教育入校式挙行!!
159名が消防士への第一歩踏み出す！

（公財）兵庫県消防協会

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
県
内
各
消
防
本
部
か

ら
一
五
九
名
が
入
校
し
ま
し
た
。

入
校
式
後
に
は
早
速
体
力
測
定

が
実
施
さ
れ
、
教
育
生
た
ち
は
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
六
か
月
間
、
辛
く

て
苦
し
い
訓
練
の
日
々
が
続
き
ま

す
が
、
多
く
を
学
び
、
仲
間
と
の

絆
を
深
め
な
が
ら
、
笑
顔
で
九
月

の
卒
業
式
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

宣誓

校長祝辞

懸垂1500ｍ走 準備体操
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突撃取材

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
三
年
度
兵
庫
県
女
性
消
防
団
員
活
性
化
研
修
会
　
開
催
！

こ
の
度
の
女
性
消
防
団
員
活
性

化
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
参

集
開
催
は
中
止
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
県
内
女
性
消
防
団

員
の
皆
さ
ま
や
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
今

後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
動
画
撮

影
を
行
い
後
日
Y
o
u
T
u
b
e

に
て
限
定
配
信
す
る
方
式
で
実
施

し
ま
し
た
。

令
和
四
年
二
月
六
日
（
日
）
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
兵
庫

県
消
防
学
校
の
講
堂
に
お
い
て
、

撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
加
古
川

市
消
防
団
女
性
分
団
（
リ
バ
ー
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
）
に
よ
る
活
動
事
例

発
表
と
、
元
茨
城
県
阿
見
町
消
防

団
女
性
部
部
長
の
山
本
み
ゆ
き
氏

を
講
師
と
し
た
「
新
た
な
災
害
環

境
に
対
す
る
消
防
団
の
あ
り
方
に

関
す
る
講
座
」
の
二
本
立
て
で
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

加
古
川
市
消
防
団
女
性
分
団

（
リ
バ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
の
活

動
事
例
発
表
で
は
、
地
域
で
の
活

動
内
容
に
加
え
、
式
典
等
で
披
露

す
る
ラ
ッ
パ
演
奏
や
、
消
防
庁
の

マ
ス
コ
ッ
ト
「
消
太
く
ん
」
が
登

場
す
る
な
ど
楽
し
い
内
容
に
な
り

ま
し
た
。
と
く
に
ラ
ッ
パ
演
奏
は

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

山
本
み
ゆ
き
氏
に
よ
る
『
女
性

の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
』
と
題

し
た
講
演
で
は
、
小
さ
な
子
供
た

ち
か
ら
高
校
生
、
高
齢
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
の
方
々
へ
の
防

災
教
育
、
消
防
学
校
へ
入
校
中
の

初
任
教
育
生
に
対
す
る
消
防
団
員

の
活
動
に
関
す
る
講
座
に
つ
い
て

な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、

幅
広
い
活
動
の
事
例
を
紹
介
さ
れ
、

ご
み
袋
を
活
用
し
た
雨
合
羽
づ
く

り
や
、
新
聞
紙
を
用
い
た
ス
リ
ッ

パ
の
作
成
な
ど
、
今
後
の
女
性
消

防
団
員
の
活
動
に
、
大
い
に
活
用

で
き
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

撮
影
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

後
日
編
集
を
行
い
、
兵
庫
県
消
防

協
会
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
て
、
兵
庫
県
内
の
女
性
消

防
団
員
等
へ
限
定
配
信
し
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
撮
影

当
日
は
兵
庫
県
加
古
川
市
消
防
団

女
性
分
団
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
撮
影
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消太くんの指揮のもと、ラッパ演奏活動事例発表の様子

最後は消太くんと一緒に「敬礼！」

ゴミ袋で雨合羽、新聞紙でスリッパを作成 オンライン講演の様子 活動事例発表リハーサル中

事務局長（消防課長）挨拶
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公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
三
年
度
　
第
七
四
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

第74回日本消防協会定例表彰式

令
和
四
年
三
月
四
日
、
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港
区
東

新
橋
）
に
お
い
て
、
第
七
四
回
日

本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が
挙
行

フェニックス共済のご案内

さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
大
幅
に
規
模
を

縮
小
し
、
代
表
受
領
等
関
係
者
の

み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
こ
の
度
の
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
に
つ
い
て
の
受
章
者
（
団
）

数
に
つ
い
て

・
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

 

一
〇
団

・
特
別
功
労
章
 

一
〇
名

・
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）

 

三
五
団

・
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）

 

九
一
団

・
功
績
章
 

九
二
二
名

・
精
績
章
 

二
，
二
二
三
名

・
勤
続
章
 

八
，
四
四
四
名

・
優
良
婦
人
消
防
隊
（
表
彰
旗
）

 

六
隊

・
優
良
婦
人
消
防
隊
員

　
（
功
績
章
）
 

一
一
名

・
永
年
勤
続
職
員
表
彰
 

五
名

◆
兵
庫
県
消
防
協
会
会
員
の
受
章

者
（
団
）
数

・
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）

 

一
団

　
豊
岡
市
日
高
消
防
団

・
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）

 

三
団

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

豊
岡
市
但
東
消
防
団

明
石
市
消
防
団

・
功
績
章
 

四
一
名

・
精
績
章
 

九
七
名

・
勤
続
章
 

三
二
六
名

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
め
て
消
防
車
を
運
転
し
て
火
災
現
場
へ
出
動
し
た

時
、
緊
急
走
行
に
と
て
も
神
経
を
使
い
、
体
が
緊
張
し

て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
現
場
で
活
動
す
る

時
だ
け
で
な
く
、
出
動
時
か
ら
こ
ん
な
に
神
経
を
使
う

業
務
な
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
今
で
は
私
の
妻
も
入
団

し
、
小
ど
も
の
頃
か
ら
の
「
消
防
車
を
運
転
し
た
い
」

と
い
う
夢
も
叶
い
、
仕
事
と
両
立
し
て
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

先
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
等
に

よ
り
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
、
先
行
き
の
不
透
明
な

日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
に
一
生
懸
命

取
り
組
み
、
地
域
の

方
々
の
安
全
・
安
心
を

守
る
尼
崎
市
消
防
団
の

一
員
と
し
て
、
夫
婦

共
々
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
す
。

～自分の住む街・家族を
　　　　　　　守ることができる～

尼崎市消防団
稲川橋分団
安藤　俊明

われら
若手消防団員

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
兵
庫
県
外
で
す
が
、
尼
崎
市

に
引
っ
越
し
人
情
あ
ふ
れ
る
下
町
な
雰
囲
気
が
居
心
地

が
良
か
っ
た
の
で
、
地
域
活
動
に
も
参
加
し
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
へ
の
入
団
は
、
令
和
二
年
一
二
月
に
尼
崎
市

が
発
行
す
る
市
報
の
「
我
ら
の
ア
マ
の
消
防
団
」
と
い

う
特
集
記
事
を
目
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
会
社
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
地
域
活
動
で
消
防
活

動
を
行
い
、
自
分
の
住
む
街
・
家
族
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
す
団
員
さ
ん
に
大
変
感
銘
を
受
け
、
入
団

を
決
め
ま
し
た
。
消
防
団
は
縦
社
会
で
人
間
関
係
も
厳

し
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
気
さ
く
な
人
ば
か
り
で
す

ぐ
に
分
団
の
雰
囲
気
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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香
美
町
消
防
団
は
、
平
成
一
七

年
四
月
一
日
、
三
町
合
併
に
よ
り

旧
香
住
町
消
防
団
、
旧
村
岡
町
消

防
団
、
旧
美
方
町
消
防
団
が
統
合

し
、
新
た
に
香
美
町
消
防
団
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

近
年
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
、

発
足
当
時
は
一
，
一
〇
〇
人
を
超

え
る
団
員
が
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
四
年
度
に
は
八
五
〇
人
程
度
に

な
る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

を
受
け
団
員
数
の
減
少
が
続
き
、

新
入
団
員
の
確
保
も
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
や
、
町
外
勤
務

の
団
員
が
多
く
、
平
日
の
昼
間
に

火
災
等
が
あ
っ
た
場
合
に
早
急
に

現
場
に
向
か
え
る
団
員
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和

二
年
度
か
ら
三
年
度
に
か
け
て
香

美
町
消
防
委
員
会
を
開
催
し
団
員

の
処
遇
改
善
や
分
団
再
編
等
に
つ

い
て
検
討
い
た
だ
き
、
分
団
の
再

編
や
定
数
の
見
直
し
等
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
四
年
度
か
ら
は
、
香
住
支

団
一
二
分
団
、
村
岡
支
団
一
〇
分

団
、
小
代
支
団
五
分
団
の
一
団
二

七
支
団
の
体
制
で
、
今
後
武
司
団

長
の
下
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
日
々
活
動
し
て
い
き
ま

す
。香

美
町
消
防
団
に
は
、
令
和
二

年
九
月
に
日
本
消
防
協
会
に
お
い

て
消
防
団
防
災
学
習
・
災
害
活
動

車
両
交
付
消
防
団
と
し
て
決
定
い

た
だ
き
交
付
を
受
け
た
防
災
学
習

車
両
を
配
備
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
車
両
を
活
用
し
、
翌
年
九
月
に

幹
部
訓
練
と
し
て
、
車
両
に
搭
載

し
て
い
る
資
機
材
の
取
り
扱
い
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
幹
部
団
員
の
指
導
に

香
美
町
は
兵
庫
県
北
部
に
位
置

す
る
日
本
海
に
面
す
る
地
域
で
、

内
陸
部
は
標
高
一
，
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
級
の
中
国
山
地
に
囲
ま
れ
、

林
野
が
約
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。
町
の
中
心
を
南
北

に
縦
断
す
る
矢
田
川
水
系
沿
い
に

耕
地
や
居
住
地
を
形
成
し
、
総
面

積
約
三
六
八
・
七
七
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
広
大
な
エ
リ
ア
で
、

但
馬
地
域
の
約
一
七
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。

海
岸
部
は
山
陰
海
岸
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
、
山
間
部
は
氷
ノ
山

後
山
那
岐
山
国
定
公
園
、
但
馬
山

岳
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
る

な
ど
、
自
然
公
園
区
域
が
多
く
を

占
め
る
多
様
な
自
然
環
境
を
有
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
は
京
都
府
京
丹
後
市

か
ら
西
は
鳥
取
県
鳥
取
市
ま
で
の

約
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
「
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
り
込
む
こ
と
で
、
い
つ
で
も
各

団
員
の
ス
マ
ホ
か
ら
水
利
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
を
所
持
さ
え
し
て
い
れ

ば
、
瞬
時
に
水
利
を
探
す
こ
と
が

で
き
、
操
作
も
非
常
に
簡
単
で
す
。

紙
媒
体
の
地
図
を
配
布
す
る
必
要

も
な
く
、
水
利
デ
ー
タ
更
新
の
際

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
す
べ
て
の

団
員
に
情
報
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

他
分
団
へ
の
応
援
時
な
ど
土
地

勘
に
乏
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、

水
利
確
保
に
迷
走
す
る
こ
と
が
な

く
、
ナ
ビ
機
能
を
使
え
ば
目
的
地

ま
で
案
内
も
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
を
応
用
す
れ
ば
、

市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
や
避
難
所

マ
ッ
プ
な
ど
も
作
成
可
能
で
、
今

後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

家
屋
模
型
を
使
用
し
た
燃
焼
実
験

近
年
、
住
宅
の
高
性
能
化
に
よ

り
建
物
火
災
件
数
が
減
少
す
る
中
、

加
西
市
は
兵
庫
県
の
南
部
、
播

州
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

人
口
四
二
，
七
一
六
人
（
令
和
三

年
末
時
点
）
が
暮
ら
す
ま
ち
で
、

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
や
戦
争

遺
跡
の
鶉
野
飛
行
場
跡
地
な
ど
の

観
光
資
源
の
ほ
か
、
熱
気
球
の
フ

ラ
イ
ト
エ
リ
ア
と
し
て
も
有
名
で
、

一
一
月
〜
五
月
の
週
末
に
は
全
国

か
ら
気
球
チ
ー
ム
が
訪
れ
、
色
と

り
ど
り
の
気
球
が
空
を
賑
わ
せ
て

い
ま
す
。

加
西
市
消
防
団
は
、
一
二
分
団
、

九
九
部
、
消
防
ポ
ン
プ
車
一
台
、

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
九
二
台
、
小

型
ポ
ン
プ
六
台
、
団
員
数
一
，
二

二
三
名
で
構
成
さ
れ
、
日
々
、
防

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
水
利
マ
ッ
プ

に
つ
い
て

火
災
時
に
い
ち
早
く
水
利
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
消
防
団
員
の
重

要
な
任
務
に
な
り
ま
す
が
、
全
団

員
に
水
利
地
図
を
配
布
す
る
こ
と

は
困
難
で
、
水
利
の
新
設
置
・
廃

止
の
際
は
、
地
図
更
新
の
課
題
も

あ
り
、
水
利
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

日
頃
の
水
利
点
検
等
な
ど
個
人
の

努
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
し
た
。

そ
ん
な
問
題
を
解
決
し
た
の
が
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

マ
ッ
プ
で
作
成
し
た
加
西
市
水
利

マ
ッ
プ
で
す
。
当
ア
プ
リ
の
機
能

を
活
用
し
、
加
西
市
内
の
消
火

栓
・
防
火
水
槽
約
二
，
二
〇
〇
箇

所
の
デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に

P
i
c
k
 
U
p
!

『
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
』

香
美
町
消
防
団

『
時
代
に
即
し
た
消
防
団
を
目
指
し
て
』加

西
市
消
防
団スマホから瞬時に水利情報を把握できます。

消
防
団
員
の
経
験
値
不
足
を
補
う

た
め
、
新
入
団
員
や
部
長
を
対
象

に
家
屋
模
型
を
使
用
し
た
燃
焼
実

験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
実
験
は
、
燃
焼
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
火
災
性
状
を
科
学
的
に
学

び
、
効
果
的
な
消
火
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

リ
ア
ル
な
家
屋
模
型
を
燃
や
す
こ

と
で
実
火
災
の
イ
メ
ー
ジ
化
が
で

き
、
煙
や
火
炎
の
動
き
か
ら
、
ど

こ
に
筒
先
を
配
備
し
、
ど
う
放
水

す
る
の
か
、
消
防
署
員
の
解
説
を

受
け
な
が
ら
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ

い
て少

子
高
齢
化
に
伴
い
、
団
員
自

身
の
高
齢
化
や
新
団
員
の
担
い
手

不
足
な
ど
、
今
後
、
消
防
団
員
の

負
担
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
雇

用
形
態
の
変
化
や
新
し
い
生
活
様

式
な
ど
消
防
団
員
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、

消
防
団
の
活
動
も
時
代
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
当
市
消
防
団
で
は
、

全
団
員
を
対
象
に
W
E
B
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
集
計
結

果
か
ら
活
動
内
容
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

団
活
動
に
や
り
が
い
が
あ
る
と

の
積
極
的
な
回
答
も
数
多
く
あ
る 火災性状が理解し易かったと団員間でも好評。

幹部訓練

火災想定訓練

よ
り
各
分
団
の
訓
練
等
や
地
域
へ

の
啓
発
活
動
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
香
住
支
団
で
は
火
災
時

に
機
械
員
が
出
動
で
き
な
い
場
合

で
も
出
動
し
た
団
員
が
適
正
に
ポ

ン
プ
を
操
作
し
、
安
全
に
水
出
し

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
め
、

全
団
員
を
対
象
と
し
た
ポ
ン
プ
の

操
作
訓
練
や
、
分
団
間
の
連
携
強

化
を
目
的
と
し
た
火
災
想
定
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
火
災
想
定
訓
練
で
は
、
毎

年
、
三
か
ら
四
分
団
を
一
組
と
し

て
計
画
分
団
と
出
動
分
団
を
定
め
、

計
画
分
団
が
管
轄
す
る
地
域
内
で
、

想
定
し
た
火
点
で
の
出
動
分
団
と

の
連
携
方
法
か
ら
水
利
の
活
用
に

至
る
ま
で
を
団
員
自
ら
が
計
画
を

作
成
し
、
実
践
訓
練
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

団
員
自
ら
が
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
が
管
轄

す
る
地
域
で
水
利
が
不
足
す
る
場

所
の
水
源
確
保
の
方
法
や
、
分
団

間
の
連
携
を
行
う
た
め
に
有
効
な

場
所
を
考
え
る
な
ど
、
自
分
た
ち

が
住
ん
で
い
る
地
域
の
状
況
を
再

確
認
す
る
こ
と
に
も
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。

香
美
町
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

目
指
し
て
、
引
き
続
き
消
防
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

中
、
訓
練
等
が
負
担
に
感
じ
る
な

ど
消
極
的
な
回
答
や
厳
し
い
意
見

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
団
員
の

生
の
声
を
聴
き
、
問
題
点
を
洗
い

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
団
活
動
の
改
善
を
行
い
、

よ
り
良
い
加
西
市
消
防
団
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
加
西

市
消
防
団
は
「
時
代
に
即
し
た
消

防
団
と
は
何
か
」
を
自
問
し
な
が

ら
、
試
行
錯
誤
し
、
新
し
い
事
は

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

「
時
代
を
先
取
り
す
る
消
防
団
」

を
目
標
に
日
々
精
進
し
て
参
り
ま

す
。
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がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

編
集
後
記

暑
さ
が
日
ご
と
に
ま
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
。

今
月
号
の
二
面
に
は
、

四
月
に
消
防
士
に
な
っ
た

初
任
教
育
生
の
、
消
防
学

校
入
校
式
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
一
人
前
の
消
防
士
に
な

る
た
め
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
日
々
厳
し
い
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
紙
面
作
成
に
あ

た
り
、
各
地
区
か
ら
多
数

の
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
「
兵
庫
消

防
」
の
編
集
は
岸
本
と
山

本
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

よ
り
充
実
し
た
紙
面
に
な

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
愛
読
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〜
お
詫
び
と
訂
正
〜

令
和
四
年
一
月
一
五
日
発
行
の

兵
庫
消
防
第
六
九
三
号
「
わ
れ
ら

若
手
消
防
団
員
」
の
記
事
に
お
き

ま
し
て
、
執
筆
者
の
氏
名
に
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
誤
）　
桂
木
　
宗
德

（
正
）　
桂
田
　
宗
德

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

消
火
訓
練
等
を
積
み
重
ね
て
い
ま

す
。加

古
川
市
消
防
団
は
、
現
在
、

女
性
分
団
、
企
業
連
携
消
防
団
員

を
含
め
一
団
本
部
、
一
九
分
団
、

団
員
数
一
，
一
一
三
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
加
古
川
市

消
防
団
に
樋
口
団
長
は
昭
和
五
四

年
に
入
団
、
以
来
四
三
年
間
消
防

団
活
動
を
続
け
ら
れ
、
消
防
団
に

対
す
る
情
熱
と
行
動
力
、
そ
し
て

実
績
と
経
験
を
持
っ
て
、
令
和
四

年
四
月
に
第
一
〇
代
消
防
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

入
団
当
初
か
ら
、
消
防
団
の
活

性
化
を
願
い
、
施
設
・
装
備
の
充

実
を
は
じ
め
団
員
の
確
保
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
団
長
は

謹
厳
実
直
な
人
柄
で
、
団
員
は
も

と
よ
り
地
域
住
民
か
ら
も
信
頼
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
消
防
団
の
特
性
で
あ

る
、
「
地
域
密
着
性
」
、
「
要
員

動
員
力
」
、
「
即
時
対
応
力
」
を

生
か
し
て
、
地
域
の
防
火
防
災
力

の
向
上
を
図
り
、
「
夢
と
希
望
を

描
き
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち　

加
古
川
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
市

民
生
活
の
安
全
・
安
定
を
確
保
す

る
決
意
を
新
た
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
市
民
生
活
の

　  

安
全
・
安
定
を

確
保
す
る
た
め
に
」

加
古
川
市
は
、
一
級
河
川
「
加

古
川
」
が
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
流

れ
て
お
り
、
水
の
恵
み
を
受
け
、

発
展
し
て
き
た
ま
ち
で
す
。
臨
海

部
は
東
播
磨
地
区
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
含
む

工
業
地
域
が
あ
り
、
中
央
部
に
は

Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
を
中
心
と
し
た
商

業
地
区
が
拡
が
り
、
北
部
は
田
園

地
帯
か
ら
山
林
へ
と
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
性
の
た
め
、

火
災
種
別
は
工
場
火
災
や
密
集
地

で
の
火
災
、
林
野
火
災
な
ど
多
種

多
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
火
災
に

対
応
す
る
た
め
、
消
防
団
は
常
に

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

加
古
川
市
消
防
団　
　
　
　

樋
口　

満

「「
三
木
市
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
長

こ
こ
に
あ
り
」

三
木
市
は
兵
庫
県
の
南
東
部
に

位
置
し
、
伝
統
産
業
で
あ
る
「
三

木
金
物
」
や
、
生
産
量
、
品
質
と

も
に
日
本
一
の
酒
米
「
山
田
錦
」

が
有
名
で
す
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場

の
数
は
西
日
本
一
で
市
内
に
二
五

か
所
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
ま
ち
で
す
。

三
木
市
消
防
団
は
、
一
団
本
部

三
八
分
団
、
団
員
数
一
，
三
三
〇

人
（
う
ち
女
性
団
員
一
六
人
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

筒
井
団
長
は
、
平
成
一
〇
年
に

入
団
し
、
平
成
二
四
年
か
ら
副
団

長
を
務
め
、
令
和
四
年
四
月
一
日

か
ら
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。　

三
木
市
初
と
な
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
団
長
と
し
て
、
ま
た
四
九
歳
と

い
う
若
さ
で
就
任
し
ま
し
た
。
か

つ
て
消
防
団
員
は
、
自
営
業
者
等

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
三
木
市
消
防
団
に
お

い
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
の

割
合
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
団

長
に
就
任
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

団
員
に
と
っ
て
も
、
活
動
し
や
す

い
環
境
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

筒
井
団
長
と
い
え
ば
、
知
る
人

ぞ
知
る
大
食
漢
で
、
朝
ご
飯
を
五

三木市

加古川
市

姫
路
市
は
、
兵
庫
県
の
南
西
部
に

位
置
し
、
人
口
約
五
三
万
人
、
面
積

は
五
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
を
始
め
、
海

岸
線
に
は
工
業
地
帯
、
北
部
は
山
岳

地
帯
と
多
種
多
様
な
地
域
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。　
　

姫
路
市
の
消
防
団
は
八
団
七
二
分

団
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
三
，
〇

〇
〇
人
を
超
え
る
団
員
が
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姫
路
市
の

消
防
団
に
、
平
成
二
四
年
三
月
一
日
、

女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
、
姫
路
市

姫
路
西
消
防
団
に
お
き
ま
し
て
は
、

現
在
四
人
の
女
性
消
防
団
員
が
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
、
姫
路
市
消
防

出
初
式
、
総
合
防
災
訓
練
な

ど
の
主
要
行
事
の
参
加
や
、

地
域
の
防
災
訓
練
、
普
通
救

命
講
習
に
も
参
加
す
る
と
と

も
に
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

も
積
極
的
に
駆
け
つ
け
、
地

域
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た

め
日
々
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
女
性
消
防
団
員

の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
行
事
は
軒
並

み
中
止
と
な
り
女
性
消
防
団

員
の
強
み
を
発
揮
す
る
機
会

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ロ
シ

ア
の
軍
事
進
攻
を
受
け
、
災

害
弱
者
で
あ
る
女
性
や
子
供
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
そ
の

他
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
非
常

に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

が
様
々
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。
現
地
に
駆
け
つ

け
て
、
女
性
消
防
団
員
と
し
て
で
き

る
支
援
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
が
か
な
わ
な

い
以
上
、
日
ご
ろ
か
ら
、
ま
た
特
に

災
害
時
に
は
私
た
ち
の
地
域
に
お
住

い
の
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
け
る
よ
う
に
女
性
消
防
団
員
の

活
動
と
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た

ち
に
こ
そ
!!
女
性
消
防
団
員
!!
」
を

合
言
葉
に
。

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
た
ち
に
こ
そ
!!
女
性
消
防
団
員
!!

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

放水技術を高める女性消防団員

三
木
市
消
防
団　
　
　
　
　

筒
井　

悟

合
食
べ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
と
、
ひ

と
一
倍
強
い
使
命
感
で
三
木
市
消

防
団
を
ま
と
め
、
市
民
の
安
心
安

全
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
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